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令和７年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況 ■授業革新推進に向けた、指導上の課題

○「全国学力・学習状況調査」の結果から、数学で
は、作図を行って証明を行う問題、式やグラフを用い
て説明する問題、図を比較して説明する問題、国語で
本文に書かれていることを理解するために、着目する
内容を決めて要約する問題、図の役割について理解す
る問題、話し合いの中で、理解したことや、自分の考
えの変容を説明する問題の平均正答率が低い。
○「生徒質問」の結果から、PC・タブレットなどのICT
機器を活用することについては、肯定的な回答が多
い。

○ICT機器の活用を学力向上につなげられるように、活
用の仕方を工夫をする。
○生徒が主体的にめあてを達成するために、学習過程
の見通しをもたせ、学習計画を立てさせることが必要
である。
○対話を通して互いを高め合い、深い学びにつなげる
ために、生徒一人ひとりの考えを友達同士で交流する
場面を増やす必要がある。

板橋区立 学校上板橋第一中学校

ICT環境の適切な維持と活用
個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○「板橋区　授業スタンダードS」に基づいた指導を展開し、「ねらい」「流れ」を明確にするとともに必ず「振り返
り」の活動を行う。また、読み解く力を身に付ける授業を実践し、生徒自らが主体的、対話的で深い学びの実現にむけ
た授業を行う。
○生徒が知識・技能を習得し、習得した知識を活用して考える力、表現し伝える力を育むために、問題解決型・探究型
　の学習活動を重視し、生徒が主体的に学習に取り組めるよう授業改善を進める。
○ペアワークや４人のグループ学習を積極的に進め、生徒一人ひとりが自分の考えを友達に伝え、友達の意見を取り入
れ、相互に意見交流をしながらよりよい考えを能動的に作り出す協働学習を推進する。
○数学において少人数習熟度別授業を行って、個に応じたきめ細やかな指導に努める。
○一人一台端末の活用や授業方法の工夫について、校内研修や研究授業を実施し、積極的活用を図る。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードSの工夫 総合的な学習の時間との連携 セルフセレクト(自己選択)の時間

○「キャリア教育」や「環境教育」で
は、小中で同じテーマを扱うことで、
発達段階に応じて次第に考えや理解が
深まっていくように設定をする。
○読み解く力を高めさせ、全教科を通
して言語活動を充実し、思考力・判断
力・表現力を育成する。

〇総合的な学習の時間では、生徒の発達
段階や教科の学習内容に合わせ、７学
年・８学年では「環境教育」、９学年で
は「SDGｓ」を中心に、全学年で「郷土愛
の育成」 に重点を置き、カリキュラムを
編成する。また、生徒が自分の問いを立
てて主体的に課題解決へ向けて探究でき
るテーマを設定する。

○生徒の一人一台端末を、生徒同士が
考えを交流する場として活用したり、
発表資料を協力して作成する場として
活用したりすることで、協働的な学び
を実現する。また、すららドリルを活
用し、生徒一人ひとりの特性や学習進
度、学習到達度に応じて学べる時間を
設定する。さらには、授業の振り返り
を一人一台端末で行い、生徒の変容を
把握しやすくすることで、授業改善に
つなげる。

○興味・関心や能力・特性に応じて子
供が学びを自己調整し、教材や方法を
選択できるように一人一台端末を活用
した授業方法を工夫をする。

○総合的な学習の時間では、物事を多面
的・多角的に考える視点を大事にし、問
題解決へ向けて仲間と協働していく。ま
た、各教科で学んだをことを生かす場面
とする。

○授業開始２分前をセルフセレクトタ
イムとして、予習や復習を行える環境
を整える。また、考査１週間前には、
放課後にセルフスタディ（自習）教室
を設定する。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進


